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株
式
会
社 

町
田
予
防
衛
生
研
究
所（
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
）
代
表
取
締
役  

二
階
堂 

哲
也 

氏

企業
探
訪

「
食
の
安
心
・
安
全
」
と
は
、
よ
く
耳

に
す
る
言
葉
だ
。
し
か
し
振
り
返
れ

ば
、
こ
れ
は
新
し
い
言
葉
だ
。
昔
は

「
食
中
毒
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
」

と
言
う
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。「
食
の
安

心
・
安
全
」
が
普
通
の
こ
と
の
よ
う

に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、

食
料
品
を
扱
う
業
界
は
、
原
料
、
製

造
、
包
装
、
運
搬
、
貯
蔵
、
提
供

の
仕
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
「
完

璧
な
安
全
」
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

食
料
品
の
安
全
と
、
食
品
関
連
産
業

と
そ
の
従
事
者
の
衛
生
に
事
業
を
特

化
し
た
株
式
会
社 

町
田
予
防
衛
生

研
究
所
（
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
）
に
と
っ
て
は

大
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。

「
食
の
安
心
・
安
全
」の
た
め
を
天
職
と
す
る
企
業

代表取締役 二階堂 哲也 氏
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い
る
。
密
封
し
て
送
れ
ば
、
検
体
に
は
何
の

支
障
も
な
い
。
そ
し
て
検
査
結
果
は
即
刻
、

メ
ー
ル
で
知
ら
せ
、
ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
確
認
が

可
能
と
な
っ
た
。

　
だ
か
ら
本
拠
地
が
都
心
に
な
く
て
も
構
わ

な
い
。
需
要
面
で
も
、
ア
ク
セ
ス
面
で
も
、

上
手
く
時
代
の
波
に
乗
っ
て
い
る
の
だ
。

多
種
多
様
な
検
査
で

食
品
業
界
を
支
援

　
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
は「
食
の
安
全
」を 

①
人
、②

環
境
、
③
商
品
―
の
３
つ
の
局
面
か
ら
検

査
す
る
。

　
こ
こ
で
い
う
「
人
」
と
は
、
原
料
生
産
、

商
品
製
造
、
流
通
、
販
売
ま
で
、
そ
の
食
品

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
を
指
す
。
さ
ら
に
、

企
業
そ
の
も
の
だ
。
従
業
員
個
々
人
が
ど

れ
だ
け
気
を
付
け
て
も
、
責
任
者
の
マ
イ
ン

ド
、
企
業
と
し
て
の
態
勢
が
い
い
か
げ
ん
で

は
「
食
の
安
全
」
は
達
成
で
き
な
い
か
ら
だ
。

　「
人
」
の
健
康
に
関
し
て
は
、
赤
痢
菌
、

サ
ル
モ
ネ
ラ
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
な
ど
の

病
原
細
菌
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
有
無
を
検
査

す
る
。

　
い
ま
ど
き
赤
痢
菌
と
思
う
か
も
し
れ
な
い

が
、
輸
入
食
品
（
原
料
）
や
海
外
渡
航
者
、

外
国
人
労
働
者
の
増
大
に
よ
り
、
見
落
と
せ

な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　
企
業
・
組
織
に
対
し
て
は
、
講
習
会
や
実

企業
探訪

テ
ナ
ン
ス
工
事
の
発
注
が
増
加
し
た
。

　
同
様
に
、「
食
の
事
故
」
に
よ
り
、
大
手

食
品
メ
ー
カ
ー
が
倒
産
の
危
機
に
瀕
す
る
事

態
に
直
面
す
る
た
び
に
、
食
品
関
連
業
界
は

自
衛
策
と
し
て
「
食
の
安
全
」
の
よ
り
高
い

安
全
性
を
目
指
し
て
き
た
。
そ
の
大
き
な
ス

テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
早
け
れ
ば
２
０
２
０
年
６

月
か
ら
始
ま
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式
に
よ
る
管

企業
探訪

理
の
義
務
化
だ
。

　
そ
れ
は
全
国
例
外
な
し
に
実
施
さ
れ
る
。

そ
れ
を「
商
機
」と
す
る
企
業
の
名
前
が
、町

田
市
に
あ
る
か
ら「
町
田
予
防
衛
生
研
究
所
」

で
は
、自
ら
活
動
範
囲
を
〝
地
域
限
定
〞
に

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

　
２
代
目
社
長
で
あ
る
二
階
堂
哲
也
氏
も
、

そ
の
点
を
い
さ
さ
か
気
に
し
て
い
る
が
、「
町

田
…
…
」
よ
り
も
略

称
の
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
で
の

売
り
込
み
に
力
を
入

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
同
社
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
、
Ｍ
Ｈ
Ｃ

Ｌ
が
大
き
く
書
か

れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ア
ド
レ
ス
も
ｍ
ｈ

ｃ
ｌ
だ
。

　
二
階
堂
社
長
は

「
宅
配
便
の
サ
ー
ビ

ス
拡
充
と
品
質
管
理

が
向
上
し
た
こ
と
が

大
き
い
。お
か
げ
で
、

顧
客
企
業
は
日
本
全

国
に
広
が
っ
て
い
ま

す
」
と
言
う
。
も
う

１
つ
は
検
体
容
器
の

改
善
が
あ
る
。
Ｍ
Ｈ

Ｃ
Ｌ
は
独
自
開
発
し

た
容
器
袋
を
使
っ
て

　
今
年
６
月
、
食
品
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、

遅
く
と
も
３
年
後
に
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ

サ
ッ
プ
）
方
式
に
よ
る
「
食
の
安
全
」
管
理

が
関
連
業
界
に
義
務
付
け
ら
れ
る
。

　
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
は
ま
だ
一
般
に
は
馴
染
み

の
な
い
用
語
だ
が
、
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ 

Ａ
Ｎ
Ａ

Ｌ
Ｙ
Ｓ
Ｉ
Ｓ 

Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｌ 

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
の
略
語
だ
。

　
食
品
（
原
料
を
含
む
）
の
中
に
あ
る
危
険

要
因
（
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）
を
科
学
的
に
分
析

し
、
そ
れ
が
除
去
（
あ
る
い
は
安
全
な
範
囲

ま
で
低
減
）
で
き
る
工
程
を
常
時
管
理
し
、

記
録
も
継
続
す
る
シ
ス
テ
ム
と
言
え
る
。
例

え
ば
、
調
理
の
加
熱
工
程
で
ど
れ
だ
け
の
時

間
加
熱
す
れ
ば
、
特
定
菌
が
死
滅
し
、
安
全

な
レ
ベ
ル
に
な
る
か
を
科
学
的
に
分
析
し
、

分
析
の
結
果
に
よ
り
決
定
し
た
管
理
方
法
を

実
施
し
て
、
実
施
し
た
結
果
を
記
録
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
抜
き
取
り
検
査
に
よ
る
管
理

で
は
困
難
だ
っ
た
全
品
の
安
全
性
が
高
い
レ

ベ
ル
で
効
率
よ
く
確
保
さ
れ
る
。

　
実
施
の
細
目
を
定
め
る
政
令
や
施
行
令
は

検
討
中
だ
が
、
町
田
予
防
衛
生
研
究
所
（
Ｍ

Ｈ
Ｃ
Ｌ
）
に
と
っ
て
は
「
商
機
到
来
」
だ
。

　
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
は
、
建
設
省
〜
国
土

交
通
省
に
「
造
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
重
要
だ
」
と
悟
ら
せ
、
メ
ン

需
要
面
で
も
ア
ク
セ
ス
面
で
も

時
代
の
波
に
乗
っ
た

ノロウイルスの拭き取り検査（PCR法）
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地
指
導
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
主
な
目
的
は
、

「
安
全
・
安
心
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
顧
客
の

成
長
を
後
押
し
す
る
こ
と
だ
。

　「
環
境
」
は
、
調
理
設
備
、
調
理
器
具
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
施
設
全
般
が
対
象
だ
。
拭

き
取
り
検
査
は
、
ト
イ
レ
の
隅
々
か
ら
従
業

員
の
休
憩
室
、
階
段
の
手
す
り
、
ド
ア
ノ
ブ
、

さ
ら
に
は
清
掃
用
具
に
ま
で
及
ぶ
。

　
水
質
検
査
、
落
下
菌
検
査
、
そ
し
て
事
業

所
全
体
の
衛
生
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
支
援
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
に
向
け
て
の
支
援
…
…
と

メ
ニ
ュ
ー
は
豊
富
だ
。

　
そ
し
て「
商
品
」（
食
品
）に
つ
い
て
は
、
食

品
異
物
、微
生
物
、寄
生
虫
、細
菌
数（
大
腸

菌
群
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
な
ど
）
と
賞
味
期

限
、成
分
分
析
、食
品
添
加
物
、
品
質
分
析
、

重
金
属
類
、残
留
農
薬
、抗
生
物
質
・
合
成
抗

菌
剤
…
と
、こ
れ
ま
た
多
種
多
様
。食
品
メ
ー

カ
ー
と
し
て
は
、自
社
製
品
に
つ
い
て
ぜ
ひ

と
も
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
ば
か
り
だ
。

「
マ
グ
ロ
よ
り
人
の
検
査
」と

創
業
社
長
は
役
所
を
退
職

　
時
代
の
流
れ
に
乗
り
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
義
務

化
の
追
い
風
を
受
け
、
順
風
満
帆
と
い
っ
た

感
じ
だ
が
、
創
業
か
ら
順
調
で
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
大
リ
ス
ト
ラ
も
あ
っ
た
。

　
二
階
堂
姓
は
鹿
児
島
が
多
い
が
、
社
長
の

話
に
よ
る
と
、
創
業
者
一
族
は
岩
手
県
の
出

身
だ
。
造
り
酒
屋
だ
っ
た
か
ら
、
微
生
物
と

縁
が
あ
っ
た
と
も
言
え
る
が
、
哲
也
氏
の
曾

祖
父
の
時
代
に
明
治
の
大
津
波
の
被
害
を
受

け
、
旭
川
に
移
転
し
て
再
建
を
期
し
た
が
失

敗
。祖
父
の
時
代
に
町
田
市
に
移
り
住
ん
だ
。

祖
父
は
画
家
、
祖
母
は
教
員
、
食
品
検
査
と

は
何
の
関
係
も
な
か
っ
た
。

　
創
業
者
で
あ
る
父
の
信
也
氏
は
、
麻
布

獣
医
大
学
（
現
・
麻
布
大
学
）、
さ
ら
に
法

政
大
学
で
農
業
経
済
を
学
ん
だ
。
牧
畜
地

域
で
大
規
模
な
獣
医
院
を
経
営
す
る
夢
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
不
景
気
の
最
中
、

神
奈
川
県
庁
に
就
職
し

た
。
農
林
水
産
系
の
技

官
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

三
崎
に
赴
任
し
て
間
も

な
く
第
五
福
竜
丸
事
件

が
起
き
た
。

　
三
崎
に
水
揚
げ
さ
れ

る
マ
グ
ロ
の
放
射
能
検

査
が
任
務
だ
っ
た
が
、

「
マ
グ
ロ
の
汚
染
も
重
大

だ
が
、
船
員
の
汚
染
の

方
に
こ
そ
目
を
向
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人

の
体
を
検
査
し
な
い
の

は
人
道
に
反
す
る
」
と

の
趣
旨
を
朝
日
新
聞
の

投
書
欄
に
送
っ
た
。
そ

れ
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
左
遷
の
憂

き
目
に
遭
っ
た
。

　
こ
の
先
、
県
庁
に
い
て
も
良
い
こ
と
は
な

い
。
１
９
６
４
年
、
36
歳
の
時
に
独
立
し
て

臨
床
検
査
の
仕
事
を
始
め
た
。

　
病
院
や
開
業
医
か
ら
、採
取
し
た
血
液
や
、

検
便
を
集
め
て
回
り
、
自
宅
の
１
階
で
検
査

す
る
仕
事
だ
が
、
順
調
だ
っ
た
。
規
模
が
拡

大
し
、
３
年
後
に
は
「
有
限
会
社 

町
田
臨

床
検
査
セ
ン
タ
ー
」、
そ
し
て
登
録
制
度
が

発
足
す
る
や
、
す
ぐ
に
登
録
衛
生
検
査
所
に

な
り
、
１
９
８
０
年
に
は
「
株
式
会
社 

町

田
臨
床
検
査
セ
ン
タ
ー
」
に
改
組
し
た
。

時
流
に
背
を
向
け

先
見
の
明
で
大
英
断

　
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
時
代
の
大
波
が
襲
っ

て
き
た
。
乗
る
こ
と
の
で
き
な
い
津
波
だ
。

　
臨
床
検
査
の
仕
事
は
次
々
と
機
械
化
さ

れ
、
高
額
の
検
査
装
置
を
導
入
し
た
業
者
が

「
ス
ピ
ー
ド
対
応
」
を
売
り
物
に
顧
客
を
獲

厚生労働省登録検査機関、ISO17025認定
の検査機関として、より正確かつ適正、安定
した検査を行う体制が日々整えられている。

コロニーからの釣菌
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げ
、
異
業
種
と
の
情
報
共
有
も
模
索
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
」
│
哲
也
社
長
の
言
葉

は
大
波
に
も
負
け
な
い
力
強
さ
に
満
ち
て
い

た
。　
　
　
　
　 （
に
し
は
ら
　
か
つ
ひ
ろ
）

得
し
、
業
者
同
士
が
ダ
ン
ピ
ン
グ
競
争
す
る

世
界
に
な
っ
た
。

　
町
田
臨
床
検
査
セ
ン
タ
ー
は
途
中
ま
で
、

そ
の
流
れ
に
つ
い
て
い
っ
た
。
が
、
こ
れ
以

上
の
高
額
な
検
査
装
置
を
購
入
し
て
も
先
が

見
え
な
い
状
態
に
な
っ
た
。

　
１
９
８
６
年
、
創
業
者
の
信
也
社
長
は
大

決
断
を
し
た
。
臨
床
検
査
部
門
、つ
ま
り「
株

式
会
社 

町
田
臨
床
検
査
セ
ン
タ
ー
」
の
大

部
分
を
人
員
つ
き
で
同
業
他
社
に
譲
渡
し
、

機
械
化
で
き
な
い
微
生
物
に
特
化
し
た
食
品

検
査
専
業
の
「
株
式
会
社 

町
田
予
防
衛
生

研
究
所
」
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
の
だ
。

再
ス
タ
ー
ト
時
の
社
員
数
は
１
桁
。
往
時
の

10
分
の
１
だ
っ
た
。

　
バ
ブ
ル
経
済
の
全
盛
期
に
向
け
て
景
気
が

良
か
っ
た
時
だ
。
よ
く
も
、
そ
ん
な
会
社
に

残
っ
た
社
員
が
い
た
も
の
だ
と
も
思
う
。
お

そ
ら
く
、
こ
ん
な
大
決
断
を
で
き
る
経
営
者

に
は
人
間
的
魅
力
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
同

時
に
、
食
品
検
査
の
仕
事
は
、
賃
金
を
得
る

た
め
に
嫌
々
す
る
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン
で
は

な
く
、
ス
ト
イ
ッ
ク
な
ボ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
天

職
）
の
側
面
が
強
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
信
也
社
長
は
臨
床
検
査
部
門
を
譲
渡
し
て

も
、
検
便
の
仕
事
だ
け
は
続
け
た
。
食
品
検

査
が
今
日
の
よ
う
な
産
業
規
模
に
な
る
と
は

誰
も
考
え
な
か
っ
た
。
食
品
産
業
の
従
業
員

の
定
期
的
な
検
便
な
ど
誰
も
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
。

　
ま
さ
し
く
先
見
の
明
に
基
づ
く
大
決
断

だ
っ
た
と
言
え
る
。

２
代
目
は
世
の
中
の
動
き
に

素
早
く
対
応

　
２
代
目
・
現
社
長
の
二
階
堂
哲
也
氏
は「
父

は
、
食
品
検
査
は
臨
床
検
査
と
違
っ
て
自
動

化
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
」
と
振
り
返
る

が
、
食
品
検
査
も
自
動
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
波
は
需
要
の
拡
大
と
並

行
的
に
進
ん
で
く
れ
た
。
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
の
検
査

棟
に
は
い
ま
、
自
社
設
計
に
よ
る
自
動
検
査

機
械
が
数
多
く
稼
働
し
て
い
る
。

　
技
術
も
進
歩
し
た
。
検
便
の
結
果
が
出
る

に
は
48
時
間
を
要
し
た
が
、
遺
伝
子
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
即
日
に
な
っ
た
。

　
哲
也
社
長
は
、
食
品
検
査
の
仕
事
が
順
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き
ら
ぼ
し
銀
行　

町
田
支
店
会
員

調
に
回
転
し
だ
し
た
１
９
９
０
年
に
入
社

し
た
。
食
品
工
場
を
回
り
検
便
を
集
め
る

仕
事
か
ら
始
め
、
あ
ら
ゆ
る
部
門
を
回
っ
て

い
た
が
、
業
界
が
劇
的
に
変
わ
っ
た
の
は
、

「
１
９
９
６
年
の
Ｏ
１
５
７
事
件
だ
」
と
哲

也
社
長
は
振
り
返
る
。
そ
し
て
小
泉
内
閣
の

規
制
緩
和
策
に
素
早
く
対
応
し
た
こ
と
が
、

Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
の
新
た
な
基
盤
を
築
い
た
と
言
え

る
。
輸
入
食
品
の
検
査
は
そ
れ
ま
で
行
政
の

独
占
だ
っ
た
が
、
規
制
緩
和
に
よ
り
資
格
が

認
定
さ
れ
れ
ば
民
間
で
も
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。
Ｍ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
は
関
東
地
方
で
第
１
号

の
認
定
検
査
会
社
に
な
っ
た
。

　
哲
也
社
長
は
、
輸
出
入
食
材
の
増
大
、
外

国
人
労
働
者
の
進
出
、
外
国
人
観
光
客
の
増

大
な
ど
対
外
要
因
へ
の
対
応
が
今
後
の
大
き

な
課
題
に
な
る
と
見
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
に
機
敏
に
対
処
で
き
る
「
衛
生
管
理
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
の
育
成
を
大
き
な
目
標
に

し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
加
え
て
、
社
長
は
「
今
後
10
年
以

内
に
、
こ
の
事
業
に
も
大
き
な
変
化
が
起
こ

る
」と
予
測
す
る
。
つ
ま
り「
人
工
知
能（
Ａ

Ｉ
）の
普
及
に
よ
り
予
測
危
害
分
析
が
進
み
、

そ
れ
ら
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
繋
が
る
こ
と

で
、
よ
り
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
か
つ
グ
ロ
ー

バ
ル
な
展
開
を
求
め
ら
れ
る
時
代
が
到
来
す

る
」
と
。
今
後
は
あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
が
瞬
時

に
集
ま
る
時
代
だ
。「
我
々
は
自
分
達
の
デ
ー

タ
に
付
加
価
値
を
付
け
て
様
々
な
領
域
へ
広

本社外観

本社玄関前にて　二階堂社長


